
112 
 

徳島県の渇水・利水に関する防災風土資源 

整理番号 徳渇１ 袋井用水と楠藤吉左衛門 
 

災害種別 水害・治水 地震・津波 土砂災害 渇水・利水 

場  所   徳島県徳島市鮎喰町２丁目 

見所・ 
アクセス 

  徳島市鮎喰町二丁目、「上鮎喰」バス停のすぐ東側に流れているのが袋井用水です。 
 そこには、徳島県指定文化財の史跡の袋井用水水源地を示す案内板と楠藤翁頌徳之碑があります。 

写真・図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

解説文 

 徳島市鮎喰町には徳島県指定文化財の史跡の袋井用水水源地（写真 1）と楠藤翁頌徳之碑（写真 2）があ
ります。 徳島市鮎喰町二丁目、「上鮎喰」バス停のすぐ東側に流れているのが袋井用水です。そこに往
時の水源地跡を示す案内板（写真 3）があります。それには、名東郡島田村庄屋・佐藤吉左衛門（のちに
楠藤に改姓）が、旧島田村・庄村・蔵本村（約三百町歩）の水不足に悩む農民の姿を憂い、元禄五年（1692）
から元禄十二年（1699）まで、約七年をかけて袋井用水を開削したと記されています。また、また現地看
板（写真 4）には袋井用水普請図が描かれています。 四国三郎物語（建設省徳島工事事務所平成 9 年 3
月発行）には、藩政時代最大の美挙として、楠藤吉左衛門（なんとう きちざえもん）の水源地探しのエ
ピソードを次のように伝えています。「水は必ずある。掘れば水は出る。水源地はきっとできる」という
確信を持っていた。それは庄村から蔵本村へかけてもと佐吉川の流れた跡が残っていて、ところどころに
ガマやアシなど水辺に育つ草が生え、ところどころに水溜りができていることを知っていたからである。
吉左衛門は昼間ちょっとでも時間があると鍬をかついで外出した。そして地面の低い水が出そうだと思わ
れるようなところを目あてに掘ってみる。夜は夜で黙って家を出るとところかまわず寝ころんで地面に耳
をあてた。もしや地面の下で水の流れる音が聞こえはせぬかと一心不乱ー夜遅くまで探しまわるのであ
る。村の連中は「庄屋の旦那は気が狂った」と噂し合うようにさえなった。 だが、吉左衛門は毎日、水
源地探しに夢中になった。そしてあるとき、吉左衛門は上鮎喰往還の南方堤の下に水が少し湧き出してい
てガマが生えているのを見て、昔の水脈を考え、水源地の溝となることを確信した。」、そして困難を極め
た水源地の掘削として「郡奉行に願い出て幅十間（約 18メートル）、長さ二百間（約 360メートル）の用
水堀を掘る許可をとりつけて工事に着手したわけだが、その間再三にわたる掘削許可出願に、藩は難色を
示したという。ようやく計画の半分のスケールの規模なら良しとする藩の許可を得て、勇躍として農民総
動員で出役。水源地掘削工事は始まった。 大量の土砂の運搬に鍬ともっこによる土木作業は難渋を極め
た。待ちに待つ水はいっこうに出てこない。農民の失望の色は濃い。やがて冷笑に変わって、とうとう工
事現場には吉左衛門ひとりが立ちつくしていた。工事費一切を自弁しての事業ーこのとき、吉左衛門の胸
に去来した思いはどのようなものであったろう。 『吉野川百年史』は、「しかし吉左衛門は諦めず、夜
中人の寝静まったころ、彼の考えている場所にうち伏して、水の音を聞き定め、改めて又の日に、なお一
尺（約 30 センチメートル）ほど掘り下げても水が湧き出ない時には、我首を奉りますと官に申し出て許
しを乞い、再び穿ったところ、にわかに水の湧くことを噴き出すように、その辺りを浸し溢れた。人々皆
感動したという」と、水脈を掘り当てた臨場をドラマティックに描き出しています。  
 吉左衛門は水路造成工事の完成の目安がついたとき、神仏への感謝の念をこめて、百か日の四国霊場五
か所参りに出ました。享保五年（1720）、十五番国分寺本堂前に「結願奉納碑」を建立しました。当時の
国分寺跡は、写真 5 の史跡 阿波国分寺跡を示す図に絵かれていますが、現在の第 15 番札所 阿波国分
寺境内の写真 6 よりかなり規模が大きいことがわかります。平成９年の調査時には結願奉納碑(写真 7）は
境内本堂向かって階段手前にありましたが,現在は、鐘撞き堂の南側に写真 8 のように移動され残されて
います。 水源地が完成したのちも、さらに三代にわたって受け継がれて水路は拡張されていきました。
この楠藤家三代によって袋井用水は完成し、島田・庄・蔵本各村の数百町歩の水田は潤い、農業生産は一
段と発展したのであるといわれています。 

 

得られる
教訓 

  今日に残る袋井用水水源地は、農民のために私利私欲を捨てて悪戦苦闘した楠藤吉左衛門の功績を後世
に伝える資源であり、水源、水の大切さを教えています。 

教訓分類 被害防止 準備 災害対応 復旧・復興 自助 共助 公助 ハード ソフト 

時代 江戸時代以前 江戸時代 明治・大正 昭和 30 年代まで 昭和 60 年代まで 平成以降 

写真 1 
写真 2 写真 3 写真 4 

 

写真 5 

 

写真 6 

 

写真 8 

 

写真 7 
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整理番号 徳渇２ 麻名用水と井内恭太郎 
 

災害種別 水害・治水 地震・津波 土砂災害 渇水・利水 

場  所   徳島県吉野川市川島町川島 

見所・ 
アクセス 

  吉野川市川島町の川島の城山の南に吉野川に麻名用水取水口があります。そこにある麻名用水碑には、

徳島県屈指の大農業用水「麻名用水」の完成に尽力した井内恭太郎などが取り組んだ大事業の内容が刻ま

れています。 

写真・図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説文 

  徳島県屈指の大農業用水「麻名用水」（写真 1）が完成したのが明治 45年であり、着工が明治 39年であ

るから、実に足かせ 7 年にも及ぶ大事業（写真 2）でありました。吉野川の右岸（南岸）の鴨島町から石

井町にまたがって、南北二つの幹線と多くの支線水路が設けられ、1,250 町歩あまり（大正 3 年調べ）の

水田を灌漑（写真 3 の図）できるようになったのです。 

 阿波藍が明治 30 年代に約 15,000ha をピーク（写真 4 の阿波藍の作付推移のとおり）、ドイツから安価

な化学染料が大量に輸入されるようになると、たちまち阿波藍の市場を奪いとり衰退し、その後は、藍作

から稲作への転換のため、堤防や用水路の整備が強く求められることとなりました。吉野川の明治 40 年

からの第一期改修や麻名用水がそうです。幕末から明治にかけて、吉野川の利水を提唱した人に、後藤庄

助、庄野太郎、豊岡茘墩らがいます。彼らは吉野川流域に大規模な用水路を開削することにより藍作から

米作への転換をはかり、農業経営を安定したものにしたいと願っていましたが、彼らの壮大な構想は容易

に実現には至りませんでした。井内恭太郎（写真 5）は、明治 30年、麻植郡長として赴任し、麻名用水の

構想を発案し、井内らは再三にわたり用水案の実現を説いてまわったが、農民は聞く耳をもたなかった。

この時の様子が麻名用水碑（写真 6）に刻まれています。明治 37年にこの地域一帯が大干ばつに襲われ、

これがきっかけとなって、明治 38 年には「紀念麻名普通水利組合」が結成され、管理者に井内恭太郎が

就任し工事を完成させました。のち美馬、名西郡長となり、板名用水（明治 45 年）建設にも努力しまし

ました。  
 

得られる

教訓 

  麻名用水碑に「一身を犠牲として隠忍自重（いんにんじちょう）ついに今日あることを至（いたら）せ

り、」と記されているように、計画に反対する住民と粘り強く対応した強力な指導者により社会資本整備

が進んだことを教えています。 

教訓分類 被害防止 準備 災害対応 復旧・復興 自助 共助 公助 ハード ソフト 

時代 江戸時代以前 江戸時代 明治・大正 昭和 30 年代まで 昭和 60 年代まで 平成以降 

写真 1 写真 2 写真 3 写真 4 

 

写真 5 

 

写真 6 
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整理番号 徳渇３ 雨乞い行事の八幡神社 
 

災害種別 水害・治水 地震・津波 土砂災害 渇水・利水 

場  所   徳島県三好市池田町白地本名 

見所・ 
アクセス 

  三好市池田町白地には、雨乞い行事を行う八幡神社があります。国道 33 号の池田ダムの湖水に架かる

橋を渡り、そのまま直進し国道 192号入り約 200m行ったところに左から合流する道路に進み、約 150mの

ところの信号のある交差点の山側道路を上がった所にあります。 

写真・図 

 
 

 

 

 

 

 

 

解説文 

  三好市池田町白地には、雨乞い行事行う八幡神社（写真 1）があります。 

 明治から大正にかけて、三好市では夏がくると毎年のように干ばつが続き、三年に一回ぐらいは、とう

もろこし・たかきぴ・あわ・こきぴ等が畑で黄色くなり、日は亀の甲 かんかいようすいのようにひび割

れて、大きな被害を受けていました。この頃は、濯湖周水として、馬路 川や馬谷川から水をとっていま

したが、夏になると水量が少なくなり、高台などでは、飲料水の井戸や湧水も枯れてしまい、手のほどこ

しょうがありませんでした。 このため、農民は雨乞いをして、八幡神社（写真 2）に雨降りの祈願をして

いたと言います。 

 四国防災八十八話第 10話には、「昔、三好市、阿波市などでは、吉野川沿いにありながらも、田畑が河

岸段丘の上にあるために、平地の底を流れる吉野川の豊かな水を利用することができませんでした。この

ため、ひでりが続くと、干ばつに苦しめられてきました。資金や技術が十分ではない時代に、人々ができ

ることは神様にお願いすることでした。旧池田町では農民が八幡神社に集まって、雨乞いの祈とうや踊り

をしました。」とあります。 

 地元では「月夜にびばりが足を焼く」。吉野川の河岸段丘(写真 3)のように池田ダムの湖水を望めるよう

な高い土地）は、ひでりが続くと、夜、木々の枝にとまったひばりが足を焼くほどに地表が熱く熱せられ

て水不足になったといいます。 

 

 

 

 

 
 

得られる

教訓 
  地域の雨乞い行事から学び、普段から渇水対策を考えておくことです。 

教訓分類 被害防止 準備 災害対応 復旧・復興 自助 共助 公助 ハード ソフト 

時代 江戸時代以前 江戸時代 明治・大正 昭和 30 年代まで 昭和 60 年代まで 平成以降 

写真 1             写真 2              写真 3 
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整理番号 徳渇４ 「一の堰」をめぐる上下流の争い 
 

災害種別 水害・治水 地震・津波 土砂災害 渇水・利水 

場  所   徳島県阿南市富岡町車ノ口 

見所・ 
アクセス 

  徳島県阿南市富岡町には、昭和 10 年に水争いから起こった一の関紛争から桑野川に整備された一の堰

(写真１)があります。 一の堰は、元国道 55 線（現在県道 130 号）を南に向かい県立富岡西高等学校の

横の桑野川に架かる橋の下流約 100m付近にあります。 

写真・図 
 

写真 1      写真 2        写真 3       写真 4       写真 5  

   写真 6      写真 7       写真 8      写真 9        写真 10 

解説文 

一の堰は、江戸時代に 1638（寛永 15）年に桑野川につくられた石造りの堰でした。初代の一の堰は幕府

の一国一城の命により富岡城を取り壊した際に、今の富岡西高校の西（写真 2）、『一の堰』の位置の変遷

図（写真 3）に城の石垣の巨石で築かれた洪水で微動だにせぬ堰だった云われています。この堰のおかげ

で下流の水田に水を引き入れることができるようになりました。その反面、堰上流の地域では、大雨の度

ごとに浸水被害が頻発しました（写真 4 の図参考）。 

 「那賀川の水害と一の関紛争問題」藤川勝雄（徳島地方史研究会『史窓』第 42 号）によると、この堰

は富岡・見能林地域（島脇という）へ用水する目的で賀島主水（富岡城の城代で蜂須賀家の家老） 
の鶴の一声「あれへ堰をせくが一同どうじゃ承知致せ」で造られた御影石造りの万年堰であったされてい

ます。以来、この堰が原因で上流の長生・宝田地域（竹原という）は毎年数回に亘り大被害を蒙るように

なり、毎年大水毎に関を落とせ、いや切らぬの争いは利害が相反する上流（長生・宝田）と下流（富岡・

見能林）との争い(図(写真 5)は毎年絶えない状況になっていました。そのような中、昭和 10 年 8 月の中

頃宝田、長生の地区民大雨の最中大挙して、この一の関に押しかけ頑強を誇る堰壥を根底から破壊すると

いう大事件が起こりました。ちょうど水稲の穂ばらみ期で大被害を恐れた農民の不満と要求が爆発したも

ので、警察問題となりました。この利害相反す上流と下流の紛争は容易に解決できませんでした。この関

切り大争動により宝田・長生地域は、那賀川（写真 6）から引き入れた大小用水路の末端を全部密閉して

余水を絶対に桑野川へは落とさない用水統制を考えました。この用水統制が上流でもちあがったことに富

岡見能林地域は驚き、また言い争いになりました。この争いに県や内務省は真剣に解決の方法を検討して、

この関を近代的加動式巻上樋門の新式井堰に改造し、変遷図（写真 3）の場所に 1953（昭和 28）年に一

の堰（第 2 代）を改築しました。堰横の右岸堤防には 3 つの石碑（写真 7）があります。最も手前の「一

ノ堰記念碑」（昭和 28 年 11 月建立）石碑（写真 8）には、「此堰ハ現位置ヨリ三百五十米ノ上流ニアリ・・」

という刻字が読み取ることができます。その隣の「一ノ堰復旧工事堤防改修工事」（昭和 13 年 3 月建立）

石碑と、さらに隣の「一之堰記」（明治 34 年 5 月建立）（写真 9）には、当時の水争いいきさつが刻字

されています。堤防がなかった桑野川の修工事（那賀川・桑野川の主な国による改修事業（写真 10））に

より堤防がつくられ 1960（昭和 35）年に完成しました。更にまた那賀川の用水を統一して従来の不完全

な堰を一ケ処に統合して完全なものにするいわゆる那賀川南岸用水事業が昭和17年着工され同22年完成

しました。第 3 代目となる現在の一の堰(写真１)は 1968（昭和 43）年に完成し、桑野川下流南岸の阿南

市富岡町、見能林町、及び才見町に灌漑用水を供給しています。 
以降、この紛争も歴史の語り草となり、今は町村合併により下流、上流両地域は共に阿南市民としてお

互に手を取り合って市発展のために努力しています。 

得られる
教訓 

 かつては堰をめぐって深刻な上下流対立した地域の争いから学び、地域の風土、社会を良く理解して、

今後、防災社会資本を整備していくことが必要であることを教えてくれています。 
教訓分類 被害防止 準備 災害対応 復旧・復興 自助 共助 公助 ハード ソフト 

時代 江戸時代以前 江戸時代 明治・大正 昭和 30年代以前 昭和 60 年代以前 平成以降 

http://tokushima-rekishi.blogspot.com/2017/09/blog-post_40.html?m=1
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整理番号 徳渇 5 三ツ合堰を巡る水争い 
 

災害種別 水害・治水 地震・津波 土砂災害 渇水・利水 

場  所   徳島県板野郡北島町高房 

見所・ 
アクセス 

  北島町役場の前の県道 14 号松茂吉野線の高房で今切川に架かる橋を渡ります。その北側の旧吉野川と

今切川の分流地点の川の中に、水面より少し出た捨て石が見えます。これが三ツ合堰跡です。 

写真・図 
 

解説文 

 現在の旧吉野川は、第十堰付近（上板町佐藤塚）で吉野川本流から東北に分かれ、さらに北島町高房で
今切川を分流します、この分流地点にあったのが三ツ合堰（写真１、2）です。現在は写真のように水面
より少し出た捨て石が見えるのが三ツ合堰跡です。これら二つの川は下流の北部を大きく蛇行しながら、
吉野川とともに、河口域に広大なデルタ地帯を形成しています。 
吉野川では、沿岸の耕地が比較的高く、吉野川の水を直接取水することが難しかったことに加えて、洪

水氾濫が稲作を許さず、藍作が盛んで、稲作は藍作に劣る立場で展開されていました。このため、藩政期
に吉野川の水を農業用水として必要としていたのは、主に旧吉野川の河口域で開発された新田地域（写真
3）でした。当時、第十堰から取り入れた水は、新田開発地域の命の水でした。その貴重な水は吉野川（旧
吉野川）を下り、途中、北島村で今切川を分派して河口に注いでおり、吉野川（旧吉野川）筋の水は松茂
村、北島村、大津村及び堀江村の 4 村が、今切川筋の川内村、応神村の２村が農業用水として利用してい
ました。吉野川（現旧吉野川）と今切川への水量は、古くから北島村高房（写真 4）に「三ツ合堰」があ
って、吉野川（現旧吉野川）７、今切川３の割合で分けていた農業用水の要でした（写真 5）。しかし、洪
水により堰が傷むと地盤が低い今切川への流れる水量が多くなり、日照りが続くと両川の農民は堰の監視
に目を光らせて、流血の水争いがしばしば行われていました。その中で昭和 5年の三ツ合堰をめぐる水争
いが有名です。Ourよしのがわ 2019 立冬号 Vol.33で紹介されている記事などを参考に以下に紹介します。 

大紛争が起った昭和 5年は、小雨で全国的な干ばつで吉野川も水量が少ないことに加えて、第十樋門取
水口の土砂堆積の影響もあり流下水量が不足していました。今切川では塩水が遡上し稲の作付けが不能と
なっていたため、今切川筋２村の人達が、三ツ合堰の分水量の調査に向かったところ、考えられない工事
が実施されていました。水争いの原因となった「三ツ合堰」（写真 6）は、三ツ合堰の長さ、高さには決ま
りがあり、当時、県から許可されていた堰の施設規模は、東から約７ｍ以内、高さは干潮面までに限る。
舟筏の進行は屈曲させてはならないというものでした。しかし水量が少なくなると今切川へ多くが流れる
ため、吉野川筋４村の人達は、少しでも多く吉野川（旧吉野川）へ水を引き入れるため決まりを破って、
石の投げ込みを行い、堰の長さを約 13m に、そして、高さを満潮面以上にしたのでした。 
今切川筋２村の人達は、思いも寄らない勝手な行為に憤慨し、川内村長、応神村長は、村議や有力者 20 

名余りを帯同して、県庁を訪ねて、即時解決を陳情しました。これを受け県は、知事、土木課長など実地
視察の結果、堰を原形通りに撤去するよう命じました。しかし、写真 7 の図の青色で示す北島村、松茂村、
堀江村、大津村の吉野川筋４村の人達は不満をもち、大挙して県に殺到しようとしましたが、45名の警察
官によって吉野川橋の北詰で阻止される紛争が起こりました。その後も争いは続きました。昭和 11 年今
切川、昭和 24 年旧吉野川にそれぞれ潮止水門がつくられて、ようやく水争いは影を潜めたのでした。 
現在は、今切川河口堰と旧吉野川河口堰が完成し沿岸地域の塩害防止に大きな機能を果たしています

（写真 8）。旧吉野川地域は、現在、写真 9 のように第十樋門で吉野川の洪水から完全に切り離され、安全
な土地へと生まれ変わり、昭和初期の工場誘致の成功に端を発し、産業集積の進展が今日まで続いて現在
も、人口減少が続く徳島県下において唯一人口が増加しており、大きく発展しています農業用水のみなら
ず工業用水、水道用水など豊かな水を背景に産業集積（写真 10）により発展を続けています。 

 

得られる
教訓 

三ツ合堰をめぐる水争いは、旧吉野川と今切川の水が利用できない場合の厳しい状況を表しています。

水争いをきっかけに造られた現在の旧吉野川と今切川の河口堰が今日の水利用に大きな役割を果たして

いることを教えてくれています。 
教訓分類 被害防止 準備 災害対応 復旧・復興 自助 共助 公助 ハード ソフト 

時代 江戸時代以前 江戸時代 明治・大正 昭和 30 年代まで 昭和 60 年代まで 平成以降 

写真 1        写真 2        写真 3      写真 4      写真 5 

写真 6       写真 7       写真 8      写真 9       写真 10 
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整理番号 徳渇６ 那賀川の水利の歴史を伝承する堰・用水碑(阿南市) 
 

災害種別 水害・治水 地震・津波 土砂災害 渇水・利水 

場  所  徳島県阿南市羽ノ浦町中庄ハタイ 34-6 

見所・ 
アクセス 

  小松島から羽ノ浦に向かって県道 130 号を走行して、JR 牟岐線の高架を越えて約 400m 先の交差点を左折

し北に約 230ｍ進んだ三叉路を左折し JR 踏切りを渡り、すぐに右折し水路沿いの道路を 500m 行った羽ノ浦

町中庄、那東地区の道路沿いに水路開鑿義人「佐藤良左衛門翁碑」(写真１)があります。 

写真・図 
    

      

解説文 

 2022年 9月の現地調査で阿南市には、那賀川の堰や用水の歴史を伝承した石碑が写真 2 にように多く残っ

ていることが確認できました。その中で水路開鑿義人として知られる佐藤良左衛門（りょうざえもん）の顕彰

碑が佐藤家の屋敷があったとされる那東地区の道路沿いに昭和 15年に建立されています。碑には「羽ノ浦町

中庄は、昔から水利乏しく米作ももつとも不便なところで、中庄字那東の義人、佐藤良左衛門は、これをな

げき苦心さんたん身命をかけて自ら工を起し、明和九年（1792）九月 廣瀬用水路延長約三十町（3300m）を

開削して、それらからは旱害を知らず、先人が残してくれた恩恵は今日に至る。」などと記されています。 

また佐藤良左衛門は、那賀川北岸の代表的な利水施設として、延宝 2 年(1674 年)に羽ノ浦町岩脇地先に

大井手堰を築いています。その大井手堰跡碑（昭和 30年建立）(写真 3)があり、碑には「大井手用水は阿南

の穀倉たる那賀川北岸 立江、坂野、今津、羽浦、平島地区の稲田一千三百町歩に灌漑する大動脈にして、

之が潤渇は関係二千数百農家の死活に関する重要用水なり・中略・大井手用水は阿波藩普請総裁判役伊沢亀

三郎及びその子、藩の用水方速蔵が、西紀一八二五年文政八年玉川上水及利根川の水利を研究後・中略・川

北全域の庄屋肝煎役等の協力により永久的大井手堰の完成を見たり」と記され、当時、阿波藩随一の土木技

術者といわれた原士の伊沢亀三郎の親子が関わっていたことも、那賀川平野の米の生産量が阿波全体の三分

の一を占めるまでになったことと関係していると思います。 

南岸には乙堰百年記念碑(写真 4)が阿南市立横見小学校近くの道路沿いに平成元年建立されています。碑

には、「明治 19年に乙堰を造ったことや明治 29年那賀奥の高磯山の大崩壊で人畜家屋耕地に大きな被害を受

けた」などの当時の苦労が伝承されています。この他にも那賀川には堰・用水碑は 8基（写真 5）あります。 

 那賀川では昭和 4 年(1929年)、国直轄の改修工事が着手され、南岸や北岸における堰の統廃合を図ろうと

する動きが出てきて、昭和 23 年（1948年）、農林省（当時）は北岸側において「上広瀬堰（1836年）」、「下

広瀬堰(1790年)」、「大井手堰（1674年）」の取水施設を統合し、北岸堰を羽ノ浦町古毛に昭和 30年に造り、

北岸用水の歴史・縁起を国営北岸用水路碑に伝承しています。一方、南岸は、「一の堰（1603年）」、「竹原堰

（1674年）」、「乙堰（1886年）」を統合し昭和 29年（1954年）に南岸堰を造って南岸用水の歴史・縁起を那

賀川南岸用水碑に伝承しています。昔の那賀川平野の稲作は、那賀川の流れが蛇行して水当たりとなってい

る場所から旧河道を通して引き込んだ水が届く範囲と、河跡池の湧水がある低湿地帯に限られ、少し高い農

地では「水車」が使われていたため、平野全体に用水を供給できるよう那賀川の扇状三角州地形（写真 6）

を巧みに利用し、堰を設置し水路を開削し、藩政期からの那賀川の旧堰の農業用水受益地域図(写真 7)のよ

うに旧堰の受益掛かりの農業用水路が複雑に出来上がっています。さらに、昔の那賀川の旧取水堰(写真 8)

から那賀川には、江戸初期から明治期に造られた旧堰が 8 つあったなどの水利の歴史がよくわかります。現

在の那賀川の水利用(写真 9)は、上流ダムから供給された水を下流の取水口で取水し農業・工業・水道用水

の水の恩恵にあずかっています。そして那賀川下流域（写真 10）は発展しています。こうした水利に礎を創

造してきた先人の功績を伝承する石碑は、那賀川の歴史を偲ぶことができる貴重な防災風土資源といえます。 
 

得られる

教訓 
那賀川下流域が発展を遂げたのは、すべて水の恩恵によるものです。水利の歴史は先人の昔からの努力に

よって、時には尊い命や貴重な財産を犠牲にして、積み重ねられたものです。今日、渇水のリスクは高まっ
ており、水利を学ぶための素材として、石碑の教訓を今後の防災に活かしていくことを教えてくれています。 

教訓分類 被害防止 準備 災害対応 復旧・復興 自助 共助 公助 ハード ソフト 

時代 江戸時代以前 江戸時代 明治・大正 昭和 30 年代まで 昭和 60 年代まで 平成以降 

写真１       写真 2       写真 3       写真 4      写真 5 

写真 6        写真 7       写真 8       写真 9      写真 10 


